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環境と防災
――SDGs の達成に向けて――

データを活用した

「仙台防災枠組」実現への
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災害リスクに強いまちづくり

貢献：私たちにできること
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それぞれのテーマについて、講師を交えて歓談をお楽しみくださいラウンドテーブル
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実施形態

対　　象

参  加  料

申込方法

オンライン（Zoomにて開催）

どなたでも参加いただけます

無　料

詳細・申込はこちらから >>>

申込締切11/18

東北大学　国際文化　28公開講座 検索

まぐるしく変動する国際情勢、いまだに混迷を続ける日本
経済、21 世紀に突入していよいよ抜本的な対応を迫られる

環境・資源問題、多様な宗教や文化に起因する国家間・民族間
の軋轢など、私たちは、身の回りの様々な問題に直面していま
す。これらに対処するためには深い洞察力が求められることは、
いうまでもありません。
　平成5（1993）年に大学院国際文化研究科は、諸外国の言語
や文化、国際的な文化の交流の意義やそれに内在する諸問題を
深く理解し、高度の専門的な知識を有する研究者や実務者を養
成することを目的として設置されました。さらに、平成27（2015）
年にはますます加速化するグローバル化に学術的に対応すべく、
本研究科は国際文化研究専攻という１専攻のもとに、地域文化
研究系、グローバル共生社会研究系、言語総合研究系という３
つの教育プログラムの単位を組み込んだ教育研究体制へと改編
することになりました。このそれぞれにおいては自文化をも相
対化できる深い異文化理解、グローバルな諸問題の解決能力と
リーダーシップの養成、高度なコミュニケーション能力の涵養
を目指し、その基礎の上により高度な専門的知見と能力を培う
ことを目標としています。
　市民の皆さま・地域の皆さまと問題意識を共有しながら、歴
史を紐解きつつ、現代を、そして将来を見据えていきたいと思
います。皆さまのご参加を心よりお待ちしております。
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申込方法

◉ 紙での資料送付を希望される方は、返信用封筒（角2サイズの封筒のあて名に「送付先住所・氏名」
を記載し、250円切手を貼付）を、2022年 11月18日（金）までに下記問合せ先宛にお送りください。
またその際、封筒の表に赤字で「公開講座資料送付希望」と記載願います。

※ 申込みいただいた方には、開催日前日までにZoomのURLならびに講義資料の
    ダウンロードについてご案内します。

〒980-8576　仙台市青葉区川内 41
問合せ先 東北大学大学院国際文化研究科教務係

詳細・申込はこちらから >>> 東北大学　国際文化　28公開講座 検索

　地球規模での気候変動に伴って干ばつや洪水といった気象災害リスクの増大が指摘されています。気候変動に関する政府間パ
ネル(IPCC)第６次評価報告書でも、将来的にアジアを含む広範な地域での大雨の増加が指摘されており、未来の予測がますます
難しくなっているとも言われている中で、気候変動に適応したまちづくりが必要とされています。一方で、近年の情報通信技術
の発展によって膨大なデータが蓄積されるようになっており、またデータ処理や予測の技術も著しく進展しています。こうした
技術を、未来の不確実性を低減し、災害リスクに強いまちづくりを進めるために、どのように役立てていけばよいでしょうか。
　本講座では、数理モデルによる分析を通じて、データを活用した災害リスクに強いまちづくりについて考えてみたいと思いま
す。数理モデルは、複雑な社会を読み解き、未来の予測や、より望ましい意思決定をするための有効な道具となります。こうし
た数理モデルを、災害リスクの低い土地利用計画などの防災対策に応用した研究例を紹介するとともに、災害に強い未来のまち
づくりについて考えていきたいと思います。

　地球温暖化などの影響により、近年では災害の発生頻度・規模・発生時期も以前とは異なっています。2015年に仙台で開催
された国連世界防災会議において、世界各国が積極的に防災対策に取り組むために、「仙台防災枠組」が参加 187か国の代表に
より採択されました。同年には「持続可能な開発目標 (SDGs)」「パリ協定」などの重要な国際的な協定も採択されています。「仙
台防災枠組」は「仙台」という都市名がついていますが、特に日本に向けたものではなく、世界各国が2030年までに取り組む
べき課題と目標を明記した国際的な枠組です。本講座では、この「仙台防災枠組」に書かれている具体的な優先行動や目標につ
いて解説し、私たちがこの枠組に貢献するためには、何かできるのかについて考えたいと思います。また、防災とSDGs や気候
変動との関わりについてもお話します。
　アジアは自然災害が大変多い地域です。しかしながら、多くの途上国において十分な防災対策がとられているとは言えません。
このような国々において「仙台防災枠組」の目標を達成するための課題とは何か、また、日本の自然災害経験や防災の取り組み
から、世界に発信できるメッセージについても考えたいと思います。
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